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研究実績 

の概要 

これまで，申請者らは減衰効果がエアセルよりも比較的高い発泡ウレタンに着目し，圧

力を変化させることで力学特性を変化可能な新規 UAセルと理論モデルを提案した．この

UA セルを自動車用シートへに適用するためには，シート実装時における振動特性を把握

することが重要である．そこで，本研究は，UAセル実装シートにおける振動特性を明らか

にし，振動低減を可能とする構造の検討を目的とする． 

 UA セルを用いたプロトタイプシートの作製にあたって，モデル上で構造の検討をおこ

なう．図1にウレタンとUAセルの2自由度モデルシミュレーションにおけるダミーの加速 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

度比を示す．UAセルの内圧による共振点の変動域は2.6 Hz の幅で可変した．10～14 Hz 

付近での高周波帯においては 8 kPa や 10 kPa の高い内圧において加速度比が小さいこ

とがわかる．Sバネ・ウレタン・UAセルで構成されていたシートを，ウレタン・UAセルと

することで内圧によって共振点を可変し，高周波帯においても内圧による変化を示した．

これを踏まえて，S バネを固定し剛体とすることで UA セルの特性を活かした構造を検討

できると考え，プロトタイプシートの構造を検討する． 

 図 2 は UA セルを実装したプロトタイプシ

ートを示す．これにより S バネをジャッキで

固定することで，剛体と同様の特性にするこ

とが可能である．これを用いて加振機による

プロトタイプシート着座時における振動測定

実験を実施する． 

 図 3は図 2で示すプロトタイプシートにお

ける乗員胸部への出力をテーブルからの入力

で除して加速度比を示す．3 Hz～6 Hzに着目

すると内圧が高い方が，加速度比が大きかっ

た．共振点の可変動域は，0.3 Hz 共振点が低

くなった．この共振周波数の可変動域は UAセ

ルの単体実験の変動幅6.3Hz よりも小さかっ

た． 

これはUAセルに対して平行に加圧されず，楕

円型に膨らんだ UAセルが UAセル下部のウレ

タン方向に流入し，共振周波数を可変する特

性が発揮できなかったと考えられる．8 Hz～

12Hzに着目すると，内圧が高いほうが振動の

伝達は小さかった．高周波帯の乗り心地評価

に関する研究では，ISO2631 に制定されてい

る数値よりも 8～12 Hz の共振周波数帯の不

快感は大きいという結果であった．これを踏

まえると本提案のプロトタイプシートは 8Hz

～12 Hz の周波数帯域において力学的特性が

変化し，振動低減が実現可能であることがわ

かった． 
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図 1 ウレタンと UAセルのモデル

におけるダミーの加速度比 

図 2 シート構造の検討 

図 3 乗員の伝達関数 


